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寝屋川市職員労働組合

執行委員長　小西　正哲　様

夏季重点要求書（回答）

総　人　第　331号

平成29年6月　7　日

寝屋川市長　北川　法夫・ 1
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2017年5月12日付、寝市職労第15号で要求のありました標記の件につきまし

て、下記のとおり回答します。
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要　　求 回　　答

1　第6期定員適正化計画が示されま

したが、計画にこだわらず、人員確保、

育成、業務の継承の観点から、事務職

をはじめ、技術職、保育士、教員、養

護教員、看護師、保健師、児童指導員、

社会福祉士など福祉系専門職、技能職

など全ての職種において採用を行う

こと。

2　アンケートによる夏季一時金の要

求額、正規職員について条例分＋1．7

ケ月＋8万円、任期付短時間勤務職員

について条例分＋1．9ケ月＋20万円、

再任用職員条例分＋1．4　ケ月＋5万

円を6月30日までに支給すること。

1　人員の確保については、第6期定員

適正化計画に基づき、計画的な採用

に努める。

また、平成30年度の職員採用につ

いては、中核市移行を見据えた中で、

職員配置に関するヒアリング等を踏

まえ、職種及び採用人数を決定する。

2　平成29年6月の期末・勤勉手当に

ついては、条例等に基づき2．045月分

（再任用職員については1．05月分）

を標準とし、平成29年6月30日に支

給する。
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3　役職者加算を廃止し、全職員一律

10％に引き上げること

4　主査制度廃止に伴う新たな管理監

督職について、早期に協議を再開する

こと。

5　夏期休暇について、7日間とし、7

月から9月まで取得期間とすること。

6　市役所に働く全ての労働者の賃金

労働条件の向上となる措置を行うこ

と。特に、非正規職員の処遇について

は、賃金引き上げ、休暇の付与等につ

いて、均等待遇の観点から正規職員と

同等とすべく、向上にむけた具体策を

示し、早急に実施すること。

7　人事評価制度について、係長職を評

価者からはずすこと。任期付短時間職

員、再任用職員への評価は廃止するこ

と。一時金への反映をやめること。

8　係長職員に管理職手当とともに超

過勤務手当を支給すること。

3　情勢適用、均衡の原則を踏まえ、役

職や勤務成績に応じた給与制度とな

るよう、引き続き、適正な運用に努め

ていく。

4　新たな監督職の在り方については、

必要に応じ話し合いを行う。

5　夏季休暇については5日間とし、取

得期間は平成29年6月1日から平成

29年10月31日までとする。

6、17～22

給与等に関する事項については、情

勢適応の原則や均衡の原則の観点か

ら、人事院勧告及び法令の趣旨等を踏

まえ、必要な協議を行う。

また、非正規職員の処遇について

は、国の動向を注視し、社会情勢や近

隣自治体との均衡も踏まえ、今後とも

適切な制度運用に努める。

7　人事評価制度については、地方公務

員法の趣旨を踏まえ、適正な運用に努

める。

8　係長に対する管理職手当と時間外

勤務手当の併給は行わない。
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